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No.239
2022年５月１日号

３月定例会

本格的な英国式庭園の七ツ洞公園（下国井町）。大小５つの池とこれらを支えるダムや周辺の森からなり，
５月には庭園のイングリッシュローズが見頃を迎え，散策しながら豊かな自然を堪能できます。 

令和４年度当初予算 
2,074億円を可決 

３
４～11
12，13
14，15

○可決した議案
○代表質問，一般質問 
○常任・特別委員会報告 
○令和４年度予算 



本会議の様子
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令和４年第１回定例会（３月７日～24日）

2

会
期

　
３
月
７
日
か
ら
24
日
ま
で
の
18
日
間

意
見
書

　
・
議
員
提
出
の
意
見
書
５
件
を
可
決

　
　
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

陳
情

　
⑴
総
務
環
境
委
員
長
に
よ
る
陳
情
審

　
　
査
結
果
の
報
告

　
⑵
令
和
４
年
陳
情
第
１
号
を
不
採
択

　
　
（
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
⑶
陳
情
の
閉
会
中
継
続
審
査
を
決
定

閉
会
中
所
管
事
務
調
査

　
・
各
常
任
委
員
会
等
の
閉
会
中
所
管

　
　
事
務
調
査
を
決
定

定
例
会
あ
ら
ま
し

　

令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
で
は
、
市

政
運
営
の
基
本
と
な
る
当
初
予
算
な
ど

の
議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
に
審
議
し
、

議
決
い
た
し
ま
し
た
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

新
た
な
価
値
観
に
よ
る
行
動
様
式
や
住

民
意
識
の
変
化
な
ど
、
よ
り
一
層
、
複

雑
・
多
様
化
し
て
お
り
、
様
々
な
行
政

課
題
へ
の
取
組
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
市
で
生

ま
れ
た
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
愛
着
を

持
ち
、
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
い
と

思
え
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
市
民

ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
捉
え
な
が
ら
、
引
き

続
き
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ

り
社
会
経
済
活
動
が
繰
り
返
し
制
限
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
様
が
笑

顔
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
日
常
を
一

日
も
早
く
取
り
戻
せ
る
よ
う
、
一
層
努

力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 議

長
　
須
田　
浩
和

副
議
長

　
大
津　
亮
一

令
和
４
年
度
を
迎
え
て

議案審査の流れを紹介します

表
　
決
（
採
決
）

市長が実施

す る も の

議会で処理

す る も の

決
議

　
・
議
員
提
出
の
決
議
１
件
を
可
決

　
　
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

議
員
質
問

　
・
代
表
質
問
６
名（
４
～
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

　
・
一
般
質
問
17
名（
７
～
11
ペ
ー
ジ
参
照
）

委
員
会
付
託
議
案

　
⑴
各
常
任
委
員
会
及
び
新
市
民
会
館

　
　
整
備
等
調
査
特
別
委
員
会
に
お
け

　
　
る
市
長
提
出
議
案
の
審
査

　
⑵
各
常
任
委
員
長
及
び
新
市
民
会
館

　
　
整
備
等
調
査
特
別
委
員
長
に
よ
る

　
　
委
員
会
審
査
の
経
過
並
び
に
結
果

　
　
の
報
告（
12
、
13
ペ
ー
ジ
参
照
）　

　
⑶
討
論　
反
対
２
名
、
賛
成
１
名

　
⑷
採
決　
原
案
の
と
お
り
可
決

人
事
案
件

　
・
市
長
追
加
提
出
の
人
事
案
件
５
件

　
　
を
同
意（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

議
員
提
出
議
案

　
・
議
員
提
出
の
議
案
１
件
を
可
決

　
　
（
３
ペ
ー
ジ
参
照
）

議

案

の

提

出
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可決した議案など

３

　
今
定
例
会
で
可
決
し
た
主
な
議
案
を

紹
介
し
ま
す
。

　
市
長
提
出
議
案　
　
　
計　
45
件

　
　
令
和
４
年
度
予
算　
　
　
13
件

　
　
令
和
３
年
度
補
正
予
算　
６
件

　
　
条
例
の
廃
止
及
び
改
正　
17
件

　
　
そ
の
他　
　
　
　
　
　
　
９
件

令
和
４
年
度
予
算︵
14
、15
ペ
ー
ジ
参
照
︶　

◆
予
算
総
額

２
０
７
４
億
５
８
０
万
円

【
一
般
会
計
】１

２
４
４
億
７
２
０
０
万
円

【
特
別
会
計
】５

３
９
億
７
５
８
０
万
円

【
公
営
企
業
会
計
】

２
８
９
億
５
８
０
０
万
円

公
の
施
設
の
広
域
利
用
に
関
す
る
協
議

　
広
域
利
用
に
供
す
る
施
設
の
追
加
等

に
つ
い
て
、
協
定
市
町
村
と
協
議
す
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正

　
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
を
図
る
た
め
、

報
酬
額
の
見
直
し
等
を
行
う
も
の

廃
棄
物
の
減
量
及
び
適
正
処
理
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　

　
仮
設
ト
イ
レ
に
係
る
し
尿
処
理
手
数

料
の
見
直
し
を
行
う
も
の

都
市
下
水
路
等
管
理
条
例
の
一
部
改
正

　
下
水
道
法
施
行
令
の
改
正
に
伴
い
、

都
市
下
水
路
等
の
維
持
管
理
基
準
の
追

加
を
行
う
も
の

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

　
世
帯
別
平
等
割
を
廃
止
し
、
所
得
割

及
び
被
保
険
者
均
等
割
に
よ
る
賦
課
方

式
へ
変
更
す
る
こ
と
に
伴
い
、
税
率
改

正
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て
世

帯
の
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、
18
歳
ま

で
の
被
保
険
者
に
係
る
均
等
割
額
を
軽

減
す
る
も
の

駐
車
場
条
例
の
一
部
改
正

　
五
軒
町
立
体
駐
車
場
を
追
加
し
、
使

用
料
を
定
め
る
と
と
も
に
、
五
軒
町
地

下
駐
車
場
の
使
用
料
の
見
直
し
を
行
う

も
の

財
産
の
取
得

　
新
市
民
会
館
の
舞
台
照
明
機
器
を
取

得
す
る
も
の

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算︵
11
号
︶

◆
補
正
総
額　
19
億
２
１
５
０
万
円
増

主
な
事
業
等

・
民
間
保
育
所
や
幼
稚
園
等
に
勤
務
す

　
る
職
員
の
賃
金
改
善
の
支
援

・
通
学
路
や
都
市
計
画
道
路
の
整
備

・
酒
門
小
学
校
及
び
渡
里
小
学
校
の
長

　
寿
命
化
改
良

・
小
学
校
給
食
室
の
エ
ア
コ
ン
整
備

・
県
の
路
線
バ
ス
運
行
支
援
に
対
す
る

　
一
部
負
担

人
事　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

遠　
藤　
俊　
弘（
再
推
薦
）

上　
畠　
佳　
子（
再
推
薦
）

藤　
本　
貫　
大（
再
推
薦
）

金　
澤　
容　
子（
推　
薦
）

石　
川　
千　
春（
推　
薦
）

　
議
員
提
出
議
案　
　
　
　
　
２
件

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
断

固
抗
議
す
る
決
議︵
下
記
参
照
︶

市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改
正

　
こ
ど
も
部
の
設
置
に
伴
い
、文
教
福
祉

委
員
会
の
所
管
に
同
部
を
加
え
る
も
の

可
決
し
た
議
案

可決した意見書ロシアによるウクライナ
侵攻に断固抗議する決議

　議員提出議案として，次の意見書を可決しました。
１　中国官憲によるウイグル人への人権弾圧と日本国内における不法
　監視や脅迫に厳重抗議を求める意見書
２　北朝鮮拉致被害者の現状調査と早期救出，ミサイル発射への対抗
　措置を求める意見書
３　成年年齢引下げやデジタル化の進展等に伴う消費者被害対策の強
　化を求める意見書
４　地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求める意見書
５　介護職員の処遇改善に関する手続の簡素化と対象職種の拡大を求
　める意見書

　３月７日の本会議において全会
一致で可決し，決議文を内閣総理
大臣，外務大臣，衆議院議長及び
参議院議長宛てそれぞれ送付しま
した。

　詳細については，右ＱＲ
コードをご参照ください。　
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代表質問（３月14日）

コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
児
童
虐
待
相
談

件
数
や
不
登
校
者
数
等
が
過
去
最
高
を

更
新
し
、
保
護
者
の
負
担
や
出
費
の
増

が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
国
は
こ
ど
も
家

庭
庁
を
創
設
す
る
と
し
て
い
る
が
、
本

市
が
４
月
に
新
設
す
る
こ
ど
も
部
の
具

体
的
な
内
容
、
特
に
子
育
て
世
帯
へ
の

経
済
的
な
負
担
軽
減
策
を
伺
い
た
い
。

新
た
な
政
策
立
案
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

妊
娠
・
出
産
・
育
児
へ
の
切
れ
目
な
い

支
援
や
幼
児
教
育
・
保
育
環
境
の
充
実

を
図
り
、
配
慮
が
必
要
な
子
ど
も
へ
の

支
援
、
Ｄ
Ｖ
等
の
社
会
的
課
題
の
解
決

に
向
け
た
体
制
の
強
化
な
ど
、
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
安
心
し
て
子 

ど
も
を
生
み
育
て
や
す
い
環
境
を
つ
く
っ 

て
い
く
。
負
担
軽
減
策
に
つ
い
て
は
全

庁
横
断
的
に
調
査
し
、
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
た
上
で
、
優
先
順
位
を
付
け
て
総
合

的
な
支
援
策
を
こ
れ
ま
で
以
上
に
講
じ

て
い
く
。
さ
ら
に
、
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
を
積
極
的
に
情
報
発
信
す
る
。

市
は
長
寿
命
化
計
画
を
策
定
し
、
学
校

施
設
の
老
朽
化
対
策
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
施
設
の
対
象
建
物
の
う
ち
75
％
が

公
明
党
水
戸
市
議
会

五
い が ら し

十嵐
博
ひろし

築
30
年
以
上
で
あ
り
、
今
後
10
年
間
で

多
く
の
施
設
が
大
規
模
改
造
や
長
寿
命

化
改
修
等
の
時
期
を
迎
え
る
と
聞
い
て

い
る
。
令
和
４
年
度
予
算
で
は
学
校
施

設
の
緊
急
安
全
対
策
事
業
費
と
し
て

２
億
３
千
万
円
を
計
上
し
て
い
る
が
、

老
朽
化
対
策
の
主
な
内
容
と
今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
伺
い
た
い
。

学
校
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
等
で
リ
ス
ト
化

し
た
要
修
繕
箇
所
や
、
施
設
の
老
朽
化

に
伴
い
増
加
し
て
い
る
突
発
的
な
緊
急

修
繕
箇
所
に
つ
い
て
、
児
童
生
徒
の
安

全
や
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
に
関
わ
る
も
の
を

最
優
先
に
修
繕
す
る
と
と
も
に
、
修
繕

対
象
の
裾
野
を
広
げ
、
細
部
に
わ
た
り

不
具
合
箇
所
の
解
消
に
努
め
る
。
今
後

５
か
年
を
目
途
に
集
中
的
に
事
業
を
推

進
し
、
児
童
生
徒
が
快
適
に
過
ご
せ
る

環
境
づ
く
り
に
最
優
先
で
取
り
組
む
。

QQ A

A
その他の質問

○
新
市
民
会
館
の
開
館
に
向
け
た
取
組
内
容
は

○
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
の
体
制
強
化
策
は

○
特
定
健
診
の
自
己
負
担
金
無
料
化
の
検
討
を

○
水
戸
黄
門
漫
遊
マ
ラ
ソ
ン
で
の
感
染
症
対
策
は

○
通
学
路
の
危
険
箇
所
解
消
の
進
捗
状
況
は

こ
ど
も
部
設
置
に
伴
う

子
育
て
支
援
の
充
実
を

学
校
施
設
の
老
朽
化
対
策
に
係
る

主
な
内
容
と
今
後
の
計
画
は

4

近
年
一
部
の
市
民
か
ら
財
政
状
況
を
危

惧
す
る
声
を
聞
く
。
そ
う
し
た
意
見
に

も
真
摯
に
応
え
、
今
後
の
財
政
計
画
を

明
確
に
示
す
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
⑴

令
和
４
年
度
予
算
を
反
映
し
た
最
新
の

４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
財
政
計
画
、
⑵

４
年
度
末
の
市
債
残
高
見
込
額
の
内
訳
、

⑶
公
債
費
の
ピ
ー
ク
時
期
と
見
込
額
を

そ
れ
ぞ
れ
伺
い
た
い
。
⑷
新
市
民
会
館

の
オ
ー
プ
ン
以
降
は
財
政
運
営
の
か
じ

取
り
を
転
換
す
べ
き
時
期
と
考
え
る
。

今
後
の
運
営
方
針
を
伺
い
た
い
。

⑴
新
市
民
会
館
整
備
の
国
補
助
増
額
等

に
よ
り
、
市
の
実
質
負
担
額
は
２
３
７ 

億
円
と
な
り
、
そ
の
割
合
は
28
・
９
％

に
改
善
し
た
。
⑵
見
込
額
２
０
０
６
億

円
の
う
ち
、
４
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係

る
も
の
が
全
体
の
16
・
３
％
を
占
め
る
。

⑶
令
和
11
年
度
が
ピ
ー
ク
の
見
通
し
で

あ
り
、
１
２
５
億
円
を
見
込
む
。
⑷
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
基
盤
を

確
立
す
る
た
め
の
指
針
と
し
て
、
新
た

に
み
と
未
来
財
政
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

財
務
体
質
の
改
善
を
強
力
に
進
め
る
。

笠
原
地
区
な
ど
の
南
部
地
区
で
は
児
童

魁
，
水
戸

木
き も と

本
信
し ん た ろ う

太郎

生
徒
の
数
が
劇
的
に
増
え
て
お
り
、
地

域
住
民
か
ら
の
図
書
館
整
備
の
要
望
が

多
い
。
他
の
定
住
人
口
の
多
い
地
区
と

同
様
に
、
戦
略
的
に
文
化
施
設
を
整
備

し
、
引
き
続
き
、
選
ば
れ
る
地
域
と
し

て
磨
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
る
。
以
前

の
市
長
答
弁
で
は
検
討
す
る
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。
現
在
の
進
捗
状
況
を
伺
い

た
い
。

当
該
エ
リ
ア
で
は
今
後
も
人
口
増
加
が

見
込
ま
れ
る
た
め
、
新
た
な
図
書
館
整

備
の
必
要
性
を
強
く
認
識
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
現
在
、
地
域
住
民
の
意
向

調
査
等
を
行
っ
て
お
り
、
今
後
、
そ
れ

ら
の
分
析
結
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
次

期
総
合
計
画
及
び
第
４
次
図
書
館
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
る
中
で
、
南
部
地

区
へ
の
新
た
な
図
書
館
整
備
を
盛
り
込

む
方
向
で
担
当
課
に
指
示
す
る
。

QQ A

A
その他の質問

○
第
７
次
総
合
計
画
策
定
に
当
た
っ
て
の
基
本
理
念
は

○
市
民
１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
の
方
針
と
実
施
時
期
は

○
連
携
中
枢
都
市
圏
の
取
組
に
係
る
予
算
と
負
担
割
合
は

○
Ｔ
Ｘ
延
伸
・
水
戸
ル
ー
ト
実
現
に
向
け
可
能
性
の
追
求
を

○
学
校
施
設
の
緊
急
安
全
対
策
事
業
の
対
象
と
優
先
順
位
は

本
市
財
政
の
現
状
と 

今
後
の
運
営
方
針
は

南
部
地
区
へ
の
図
書
館
整
備
に
向
け
た

検
討
状
況
は

発展が著しい笠原地区

千波小学校（屋上の防水改修工事を予定）
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代表質問（３月14日）

大
津
市
や
八
街
市
で
園
児
や
児
童
が
交

通
事
故
で
死
傷
す
る
痛
ま
し
い
事
故
が

発
生
し
て
い
る
。
本
市
で
は
近
年
重
大

な
交
通
事
故
は
発
生
し
て
い
な
い
が
、

通
学
路
の
安
全
確
保
は
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
。
ま
た
、
保
育
所
や
幼
稚
園
の
園

外
活
動
な
ど
未
就
学
児
が
集
団
で
移
動

す
る
経
路
で
も
十
分
に
安
全
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
現
場

の
状
況
、
令
和
４
年
度
に
お
け
る
取
組

方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

八
街
市
で
発
生
し
た
事
故
を
受
け
、
関

係
機
関
と
の
合
同
点
検
等
を
そ
れ
ぞ
れ

実
施
し
、
通
学
路
で
は
54
か
所
、
園
外

活
動
で
の
通
行
経
路
で
は
59
か
所
の
危

険
箇
所
へ
の
安
全
対
策
を
講
じ
て
き
た
。

通
学
路
の
安
全
対
策
を
引
き
続
き
推
進

す
る
と
と
も
に
、
園
児
等
に
対
す
る
交

通
安
全
対
策
の
強
化
と
し
て
、
キ
ッ
ズ

ゾ
ー
ン
を
設
定
す
る
こ
と
と
し
た
。
令

和
４
年
度
は
路
面
標
示
等
の
整
備
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
日
々

増
大
し
て
い
る
。
少
し
で
も
不
安
を
取

り
除
く
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も

令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
り
飯
富
地

区
を
は
じ
め
と
し
た
市
内
各
所
で
甚
大

な
浸
水
被
害
が
生
じ
た
。
こ
の
発
災
以

降
、
那
珂
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
着
実
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
地

域
住
民
は
事
業
の
早
期
完
了
を
願
っ
て

い
る
。
⑴
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
た
に

位
置
付
け
ら
れ
た
吉
沼
地
区
の
堤
防
整

備
に
関
す
る
最
新
情
報
や
、
⑵
河
川
治

水
に
有
効
な
河
道
掘
削
の
進
捗
状
況
を

伺
い
た
い
。

⑴
地
元
関
係
者
説
明
会
を
開
催
し
、
事

業
内
容
や
進
め
方
に
つ
い
て
賛
同
い
た

だ
い
た
。
ま
た
、
事
業
区
間
に
あ
る
共

同
墓
地
の
関
係
者
の
方
々
に
も
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
周
知
し
な
が
ら
、
用

地
測
量
や
補
償
調
査
を
進
め
て
い
る
。

⑵
川
が
大
き
く
蛇
行
し
て
い
る
渡
里
地

区
を
は
じ
め
水
府
・
若
宮
地
区
や
、
ひ

た
ち
な
か
市
枝
川
地
区
を
集
中
的
に
進

め
て
い
る
。
そ
の
他
の
区
間
で
も
用
地

が
ま
と
ま
っ
た
箇
所
か
ら
着
手
す
る
。

（
仮
称
）東
部
公
園
は
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ゾ
ー
ン
と
自
然
公
園

ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
る
総
合
公
園
で
あ

水　
政　
会　

誠　
和　
会

福
ふ く し ま

島
辰
た つ ぞ う

三

田
た ぐ ち

口
米
よ ね ぞ う

蔵

た
ち
に
３
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
、
ブ
ー

ス
タ
ー
接
種
を
推
進
す
る
こ
と
と
あ
わ

せ
、
５
～
11
歳
の
、
よ
り
多
く
の
子
ど

も
た
ち
へ
の
接
種
を
可
能
な
限
り
迅
速

に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

現
在
の
接
種
状
況
と
今
後
の
見
通
し
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

３
月
13
日
時
点
で
３
回
目
接
種
が
可
能

な
方
を
対
象
に
算
出
す
る
と
、
高
齢
者

が
88
％
、
全
年
代
で
は
76
％
が
接
種
済

み
で
あ
る
。
高
齢
者
の
希
望
者
は
お
お

む
ね
接
種
が
完
了
し
て
お
り
、
64
歳
以

下
の
希
望
者
は
５
月
中
旬
ま
で
に
完
了

す
る
見
込
み
で
あ
る
。
小
児
に
お
け
る

予
約
済
み
を
含
め
た
接
種
見
込
み
は
14 

％
で
あ
り
、
様
子
を
見
て
い
る
保
護
者

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
。
分
か
り
や
す

く
丁
寧
に
情
報
発
信
し
、
安
心
し
て
接

種
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
。

り
、
東
部
地
区
に
お
け
る
重
要
な
交
流

拠
点
で
あ
る
。
今
後
、
多
く
の
方
々
に

利
用
さ
れ
、
地
域
の
発
展
に
大
き
く
寄

与
す
る
も
の
と
期
待
す
る
。
第
６
次
総

合
計
画
２
か
年
実
施
計
画
で
は
、
令
和

５
年
度
に
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面

の
う
ち
１
面
が
完
成
と
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
の
進
捗
状
況
と
部
分
供
用
開
始
の

見
通
し
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

令
和
３
年
度
末
に
は
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
路
盤
整
備
が
完
了
す
る
と
と
も

に
、
給
散
水
設
備
や
園
路
舗
装
等
が
部

分
完
了
す
る
予
定
で
あ
る
。
引
き
続
き 

整
備
進
捗
に
努
め
、
人
工
芝
の
サ
ッ
カ
ー 

グ
ラ
ウ
ン
ド
１
面
に
つ
い
て
は
、
先
行

的
に
５
年
度
の
供
用
開
始
を
目
指
す
。

そ
の
後
は
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
管

理
棟
、
残
る
サ
ッ
カ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
１

面
の
整
備
等
を
進
め
て
い
く
。

Q

QQ

Q A

A

A

A

その他の質問

その他の質問

○
新
型
コ
ロ
ナ
第
６
波
の
総
括
と
保
健
所
の
体
制
は

○
決
算
か
ら
見
た
財
政
指
標
と
財
政
の
将
来
展
望
は

○
令
和
４
年
度
当
初
予
算
編
成
方
針
と
重
点
施
策
は

○
い
ば
ら
き
県
央
地
域
連
携
中
枢
都
市
圏
ビ
ジ
ョ
ン
の
目
標
は

○
浸
水
想
定
区
域
に
お
け
る
今
後
の
防
災
・
減
災
対
策
は

○
令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
編
成
方
針
及
び
重
点
施
策
は

○
地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画（
第
２
次
）の
策
定
時
期
は

○
公
設
地
方
卸
売
市
場
再
整
備
の
進
捗
と
将
来
の
展
望
は

○
学
校
給
食
の
堅
持
と
充
実
に
向
け
た
予
算
措
置
の
内
容
は

○
持
続
可
能
な
農
業
構
造
と
生
産
体
制
確
立
へ
の
見
解
は

通
学
路
等
の
安
全
対
策
と

新
年
度
の
取
組
方
針
は

那
珂
川
緊
急
治
水
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
は

（
仮
称
）東
部
公
園
の
整
備
進
捗
と

部
分
供
用
開
始
の
見
通
し
は

ブ
ー
ス
タ
ー
接
種
及
び

小
児
接
種
の
状
況
と
見
通
し
は

整備中のサッカーグラウンド

市大規模接種会場（総合運動公園体育館）

5
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代表質問（３月14日，15日）

フ
ォ
ー
ラ
ム
水
戸

佐
さ と う

藤　
昭
あ き お

雄

ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
原
発
攻
撃

は
他
人
事
で
は
な
い
。
国
内
の
原
発
は

武
力
攻
撃
を
想
定
し
て
お
ら
ず
、
延
長

さ
れ
た
東
海
第
二
原
発
の
工
事
が
完
了

し
て
も
万
全
で
は
な
い
こ
と
を
原
子
力

規
制
委
員
会
が
認
め
て
い
る
。
原
電
は

い
ま
だ
最
大
規
模
の
災
害
や
被
害
想
定

も
示
し
て
お
ら
ず
、
実
効
性
あ
る
避
難

計
画
が
で
き
る
は
ず
が
な
い
。
県
は
避

難
者
一
人
当
た
り
の
面
積
を
３
㎡
以
上

に
変
更
す
る
が
、
依
然
と
し
て
刑
務
所

の
基
準
面
積
よ
り
狭
く
感
染
対
策
と
も

両
立
で
き
な
い
。
医
療
機
関
や
福
祉
施

設
の
避
難
手
段
確
保
も
不
可
能
だ
。
市

長
は
直
ち
に
原
発
再
稼
働
反
対
と
廃
炉

を
求
め
る
表
明
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

避
難
所
の
感
染
対
策
や
面
積
の
見
直
し

等
を
県
・
近
隣
自
治
体
と
協
議
し
て
い

る
。
原
電
に
被
害
想
定
の
提
出
を
求
め

る
。
避
難
計
画
の
策
定
な
し
に
再
稼
働

は
あ
り
得
ず
、
多
く
の
市
民
等
の
声
を

考
慮
し
な
が
ら
最
終
的
な
判
断
を
下
す
。

⑴
令
和
４
年
度
の
新
市
民
会
館
関
連
事

業
の
予
算
は
約
１
１
３
億
円
で
小
学
校

改
修
予
算
の
８
倍
に
も
な
る
。
住
民
や

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
は
従
来
の
ウ
イ
ル
ス
に

比
べ
て
感
染
力
が
非
常
に
強
く
、
保
健

所
業
務
が
ひ
っ
迫
し
、
市
民
の
安
心
安

全
の
確
保
に
支
障
を
来
す
状
況
と
な
っ

た
。
⑴
感
染
者
の
十
分
な
健
康
観
察
や

フ
ォ
ロ
ー
等
、
保
健
所
体
制
の
強
化
は
。

⑵
小
児
ワ
ク
チ
ン
の
分
か
り
や
す
い
広

報
や
接
種
体
制
は
。
⑶
厳
し
い
経
済
状

況
が
続
く
た
め
、
市
の
継
続
的
な
支
援

を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

⑴
保
健
所
の
応
援
体
制
を
強
化
し
、
検

査
や
メ
デ
ィ
カ
ル
チ
ェ
ッ
ク
の
対
象
者

の
限
定
な
ど
、
重
点
化
を
図
り
保
健
所

機
能
の
維
持
に
努
め
て
き
た
。
⑵
小
児

ワ
ク
チ
ン
の
有
効
性
や
安
全
性
な
ど
を

丁
寧
に
情
報
発
信
し
、
保
護
者
等
の
安

心
に
つ
な
が
る
き
め
こ
ま
や
か
な
体
制

整
備
に
努
め
る
。
⑶
新
た
な
支
援
制
度

｢

事
業
継
続
応
援
支
援
金
」の
早
期
給
付

に
努
め
る
。
更
な
る
経
済
対
策
も
検
討

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
き
な
打
撃
を
受
け

た
事
業
者
へ
の
支
援
策
と
、
本
格
的
な

経
済
成
長
に
向
け
た
取
組
を
推
進
す
る
。

全
国
的
に
人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会
が

進
展
し
、
本
市
で
も
将
来
的
な
人
口
減

日
本
共
産
党
水
戸
市
議
団

田
た な か

中
真
ま さ き

己

事
業
者
を
追
い
出
さ
な
け
れ
ば
成
り
立

た
な
い
事
業
で
あ
り
、
完
成
後
も
年
間

約
３
億
７
千
万
円
の
維
持
費
な
ど
重
い

負
担
が
続
く
。
多
額
の
市
債
発
行
で
４

年
度
末
の
借
金
は
２
５
０
０
億
円
を
超

え
過
去
最
高
と
な
る
。
税
金
支
出
中
止

を
求
め
る
住
民
訴
訟
中
で
あ
り
、
事
業

の
中
止
と
見
直
し
を
強
く
求
め
る
。
税

金
は
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
生
活
関
連
事
業

に
回
す
べ
き
だ
。
⑵
完
成
後
の
渋
滞
発

生
は
確
実
だ
が
、
市
は
整
備
に
関
す
る

｢

市
と
県
警
と
の
交
通
協
議
記
録｣

を
黒

塗
り
に
し
て
情
報
を
秘
密
に
し
て
い
る
。

直
ち
に
公
開
を
求
め
る
が
ど
う
か
。

⑴
新
市
民
会
館
の
開
館
に
不
可
欠
な
予

算
で
あ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
に
努
め

る
。
⑵
協
議
文
書
の
開
示
は
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
答
申
を
踏
ま

え
た
適
切
な
対
応
と
考
え
る
。

少
は
避
け
が
た
い
状
況
に
あ
る
。
本
市

が
、
東
京
か
ら
の
転
出
先
と
し
て
選
ば

れ
る
、
住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
と
な
る

た
め
に
、
魅
力
あ
る
都
市
機
能
の
充
実

が
必
要
と
考
え
る
。
今
後
の
取
組
を
伺

い
た
い
。

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
時

代
の
変
化
に
対
応
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト

な
都
市
構
造
を
展
望
し
た｢

魅
力
・
活
力 

集
積
型
ス
マ
ー
ト
・
エ
コ
シ
テ
ィ｣

の
構

築
を
目
指
し
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向

け
、
立
地
適
正
化
計
画
を
策
定
し
、
都

市
機
能
や
居
住
を
適
正
に
誘
導
し
て
い

る
。
中
で
も
、
ま
ち
な
か
居
住
の
推
進

と
し
て
、
子
育
て
世
帯
が
対
象
の
支
援

制
度
を
創
設
し
、
こ
れ
ま
で
１
２
７
世

帯
の
住
み
か
え
に
つ
な
げ
た
。
都
市
中

枢
機
能
や
居
住
機
能
等
の
集
積
を
図
る

取
組
を
進
め
て
い
く
。

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

その他の質問

その他の質問

○
学
校
・
保
育
所
・
高
齢
者
施
設
に
コ
ロ
ナ
検
査
を

○
保
健
所
体
制
の
強
化
に
向
け
た
大
幅
な
増
員
を

○
国
保
税
の
値
下
げ
と
18
歳
未
満
の
均
等
割
の
免
除
を

○
自
治
体
と
し
て
の
Ｃ
Ｏ
２
削
減
目
標
は

○
Ｃ
Ｏ
２
削
減
に
向
け
た
専
門
的
支
援
窓
口
設
置
を

○
市
政
運
営
の
基
本
姿
勢
は

○
産
業
振
興
と
企
業
誘
致
に
よ
る
雇
用
創
出
へ
の
取
組
は

○
教
育
環
境
の
充
実
に
つ
い
て

　
・
教
員
の
働
き
方
改
革
の
現
状
と
取
組
は

　
・
児
童
生
徒
の
学
力
・
体
力
向
上
へ
の
取
組
は

東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に
反
対
し

廃
炉
を
求
め
る
表
明
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の

市
の
取
組
は

新
市
民
会
館
の
税
金
支
出
の
中
止
と

事
業
見
直
し
を

魅
力
あ
る

都
市
機
能
の
充
実
に
向
け
た
取
組
は

建設中の新市民会館（泉町１丁目）

子育てまちなか住宅取得補助金 案内チラシ
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2022. ５.1　水戸市議会報

一般質問（３月15日）

その他の質問

その他の質問

その他の質問

○子どもへの新型コロナワクチン接種の必要性は
○チームラボの事業は梅まつり期間外に変更を
○10年後を想定した新市民会館の経営を

○水戸駅前三の丸地区再開発の市補助の中止を
○市営河和田住宅は計画どおり建てかえを
○市立幼稚園廃止計画の中止と幼稚園教育の充実を

○オンライン学習の家庭通信環境の整備方針は
○子どもたちの運動能力低下に対する取組は
○運動能力低下に関する保護者への情報提供は

高
た か く ら

倉
富

ふ じ お

士男

滑
な め か わ

川
友

ゆ り

理

萩
は ぎ や

谷
慎
し ん い ち

一

中
な か に わ

庭
次
つ ぎ お

男

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

その他の質問
○子育て家庭やヤングケアラー等への訪問型支援は
○帯状疱疹予防ワクチン接種に対する公費助成は
○地域運動部活動の効果と今後の取組は

教
員
の
働
き
方
改
革
に
向
け
た

市
の
取
組
は

多
様
な
個
人
に
対
応
し
た

市
民
１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
を

徳
川
光
圀
公
生
誕
４
０
０
年
記
念
事
業

の
総
合
計
画
へ
の
位
置
付
け
を
！

市
内
全
域
で
利
用
で
き
る

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
実
現
を

⑴
１
月
に
文
科
省
が
発
表
し
た
教
員
不

足
に
関
す
る
調
査
結
果
に
よ
る
と
、
本

県
に
お
け
る
教
員
不
足
が
顕
著
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
市
で
も
県
と
連
携
し
、
教

員
不
足
解
消
に
向
け
た
取
組
を
着
実
に

進
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
市

の
現
状
や
教
員
の
確
保
策
に
つ
い
て
伺

い
た
い
。
⑵
教
員
の
長
時
間
労
働
も
課

題
と
な
っ
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
新

た
な
対
応
も
重
な
り
、
さ
ら
に
教
員
の

負
担
が
増
え
て
い
る
。
市
の
学
校
現
場

に
お
け
る
業
務
改
善
に
向
け
た
取
組
を

伺
い
た
い
。

⑴
担
任
外
の
教
員
等
が
小
学
校
で
約
９

人
、
中
学
校
で
４
人
不
足
し
て
い
る
。

水
戸
教
育
事
務
所
と
連
携
し
、
講
師
志

願
者
の
把
握
に
努
め
て
い
る
。
⑵
教
職

員
の
働
き
方
改
革
基
本
方
針
を
策
定
し
、

自
動
音
声
装
置
の
全
校
設
置
や
学
校
弁

護
士
相
談
事
業
等
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
向
け
、
市
民

１
万
人
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
誰
も
が
市
政
に
参
画
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た

め
に
、
例
え
ば
性
別
欄
を
男
・
女
の
み

の
記
載
で
は
な
く
、
３
つ
目
の
選
択
肢

と
し
て
そ
の
他
・
自
由
記
載
等
を
設
定

す
る
こ
と
や
世
帯
状
況
等
の
設
問
が
あ

る
場
合
に
は
、｢

配
偶
者｣

と
い
う
言
葉

の
後
に｢

等｣

を
付
け
、
事
実
婚
の
方
や

い
ば
ら
き
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
者

も
丸
が
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
な
ど

の
対
応
が
考
え
ら
れ
る
。
市
民
の
実
態

を
調
査
す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
が
、

選
択
肢
が
な
い
ゆ
え
に
事
実
と
異
な
る

回
答
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
り
、
疎

外
感
を
感
じ
た
り
し
て
は
本
末
転
倒
で

あ
る
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

性
別
欄
に
は｢

そ
の
他
ま
た
は
回
答
し
な

い｣

を
新
た
に
設
け
、
家
族
構
成
欄
に
つ

い
て
も｢

配
偶
者
等｣

を
設
け
る
。

令
和
10
年
は
、徳
川
光
圀
公
生
誕
４
０
０

年
の
記
念
す
べ
き
年
で
あ
り
、
本
市
の

観
光
戦
略
に
と
っ
て
千
載
一
遇
の
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
。
光
圀
公
や
市
内
の
ゆ
か 

り
あ
る
史
跡
群（
笠
原
水
道
、
水
戸
黄
門 

神
社
、
保
和
苑
及
び
周
辺
エ
リ
ア
）に
も 

光
を
当
て
、
景
観
整
備
、
保
存
活
用
、

全
国
Ｐ
Ｒ
を
戦
略
的
に
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
。
今
後
、
官
民
連
携
に
よ
る
検

討
委
員
会
を
設
け
、
具
体
的
に
戦
略
を

検
討
す
る
と
と
も
に
、
第
７
次
総
合
計

画
に
記
念
事
業
の
推
進
と
関
連
史
跡
群

の
景
観
整
備
を
位
置
付
け
て
は
ど
う
か
、

見
解
を
伺
い
た
い
。

６
年
後
の
た
め
、
し
か
る
べ
き
時
期
に

事
業
内
容
を
検
討
す
る
。
庁
内
関
係
部

署
等
と
連
携
し
な
が
ら
、
光
圀
公
ゆ
か

り
の
史
跡
群
の
更
な
る
魅
力
向
上
に
努

め
る
。
多
く
の
方
々
が
興
味
・
関
心
を

持
て
る
よ
う
、
戦
略
的
な
情
報
発
信
に

よ
り
、
観
光
誘
客
に
つ
な
げ
て
い
く
。

高
齢
者
や
障
害
者
等
を
安
い
料
金
で
自

宅
か
ら
外
出
先
ま
で
送
迎
を
す
る
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
実
現
を
求
め

る
陳
情
書
が
市
議
会
に
提
出
さ
れ
て
い

る
。
多
く
の
周
辺
市
町
村
で
も
運
行
さ

れ
て
お
り
、
本
市
で
も
高
齢
者
等
の
交

通
手
段
の
確
保
策
と
し
て
導
入
す
る
考

え
は
な
い
の
か
。
⑵
市
で
は
８
地
区
で

１
０
０
０
円
タ
ク
シ
ー
を
運
行
し
て
い

る
が
、
料
金
が
高
い
、
利
用
し
に
く
い

と
の
声
が
あ
る
。
利
用
者
も
１
地
区
平

均
35
人
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

改
善
点
と
し
て
、
料
金
の
引
き
下
げ
、

限
定
さ
れ
る
行
き
先
の
改
善
、
利
用
時

間
の
延
長
、
土
日
の
運
行
を
求
め
る
が

ど
う
か
。

⑴
都
市
の
特
性
や
ニ
ー
ズ
、
導
入
効
果

や
課
題
を
含
め
、
調
査
・
研
究
を
進
め

る
。
⑵
利
用
時
間
の
変
更
は
難
し
い
。

制
度
の
Ｐ
Ｒ
、
目
的
地
の
拡
大
や
運
賃

設
定
の
見
直
し
を
図
る
。

市民１万人アンケート（イメージ）

市民団体による笠原水道周辺の美化活動

1,000円タクシー 上大野・下大野号
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2022. ５.1　水戸市議会報

一般質問（３月15日）

松
ま つ も と

本
勝
か つ ひ さ

久

飯
い い だ

田　
正
ま さ み

美

黒
く ろ き

木
勇
いさむ

渡
わ た な べ

辺
政
ま さ あ き

明

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

その他の質問

その他の質問

その他の質問

その他の質問

○災害弱者の避難計画や訓練実施の進捗は
○耐震型循環式飲料水貯水槽の整備進捗は
○那珂川における水質の管理体制は

○ごみの分別収集の現状と外国人居住者への対応は
○ごみ処理量の削減や再資源化の取組状況は
○新たに設立された労働者協同組合との関わりは

○みと町内会・自治会カード事業について
　・協力店募集に当たっての勧誘方法や市の関与は
　・当該事業の効果を高めるための今後の取組は

○人権教育用アニメ｢めぐみ｣を生かした取組は
○泉町１丁目南北エリア愛称募集とまちづくり展望は
○協同病院内のバス乗り入れに係る協議進捗は

出
生
数
の
増
加
に
向
け
た

経
済
的
支
援
制
度
の
検
討
を

市
立
保
育
所
の
保
育
士
等
の

処
遇
改
善
に
対
す
る
見
解
は

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
災
害
へ
の

準
備
状
況
と
取
組
は

人
権
侵
害
と
そ
の
本
質
、

人
と
し
て
の
在
り
方
と
は

人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
出
生
数
の
減

少
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
そ
の
要
因
に

は
様
々
な
社
会
的
課
題
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
が
、
一
番
の
要
因
は
経
済
的
負
担

だ
と
考
え
る
。
育
児
休
業
中
は
収
入
が

減
少
し
て
し
ま
う
た
め
、
特
に
若
い
世

代
は
不
安
に
感
じ
て
い
る
。
育
児
休
業

給
付
金
の
期
間
を
延
長
す
る
な
ど
、
市

独
自
の
経
済
的
支
援
制
度
を
検
討
し
て

は
ど
う
か
。

出
生
数
の
増
加
に
は
婚
姻
数
の
維
持
・

増
加
も
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
令
和
４

年
度
か
ら
県
央
地
区
９
自
治
体
が
一
体

と
な
っ
て
婚
活
支
援
事
業
を
進
め
る
。

経
済
的
負
担
の
軽
減
策
に
つ
い
て
は
、

福
祉
・
教
育
・
医
療
等
の
様
々
な
観
点

か
ら
全
庁
横
断
的
に
調
査
す
る
と
と
も

に
、
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
上
で
、
優
先

順
位
を
付
け
な
が
ら
、
子
ど
も
の
成
長

ス
テ
ー
ジ
ご
と
の
総
合
的
な
支
援
策
を

講
じ
て
い
く
。

昨
年
11
月
に
保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
等

処
遇
改
善
臨
時
特
例
事
業
が
閣
議
決
定

さ
れ
た
。
今
定
例
会
に
提
案
さ
れ
た
補

正
予
算
で
は
、
当
該
事
業
の
活
用
に
よ

る
民
間
保
育
士
等
の
処
遇
改
善
が
示
さ

れ
た
が
、
市
立
保
育
所
の
保
育
士
等
へ

の
取
組
は
な
く
消
極
的
と
感
じ
る
。
特

別
勤
務
手
当
の
増
額
等
は
実
施
可
能
と

考
え
て
お
り
、
保
育
士
不
足
解
消
の
た

め
に
も
常
勤
職
員
及
び
会
計
年
度
任
用

職
員
の
処
遇
改
善
を
求
め
る
。

本
市
の
常
勤
職
員
の
保
育
士
・
幼
稚
園

教
諭
に
つ
い
て
は
、
業
務
の
困
難
性
等

に
応
じ
た
適
正
な
給
与
水
準
を
確
保
し

て
い
る
。
ま
た
、
会
計
年
度
任
用
職
員

に
つ
い
て
は
、
令
和
２
年
度
に
従
前
の

月
額
報
酬
か
ら
約
１
万
７
千
円
増
額
す

る
と
と
も
に
期
末
手
当
を
新
設
し
た
。

現
時
点
で
は
当
該
事
業
の
活
用
を
予
定

し
て
お
ら
ず
、
今
後
も
適
正
な
給
与
及

び
報
酬
水
準
の
確
保
に
努
め
て
い
く
。

気
候
変
動
の
影
響
で
台
風
や
豪
雨
等
の

自
然
災
害
が
激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
中
、

避
難
拠
点
の
防
災
機
能
強
化
や
避
難
所

環
境
の
改
善
、
流
域
全
体
で
の
総
合
的

治
水
対
策｢

流
域
治
水｣

等
の
推
進
が
必

要
で
あ
る
。
取
組
状
況
を
伺
い
た
い
。

避
難
所
等
の
防
災
機
能
強
化
と
し
て
、

耐
震
化
や
停
電
対
策
、
Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
環
境

の
整
備
や
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
実
施
し

た
。
避
難
所
運
営
に
当
た
り
、
多
様
な

視
点
や
要
配
慮
者
へ
の
対
応
を
踏
ま
え
、

女
性
専
用
ト
イ
レ
や
更
衣
室
、
授
乳
室

の
設
置
、
ア
レ
ル
ギ
ー
に
配
慮
し
た
非

常
食
や
乳
幼
児
用
液
体
ミ
ル
ク
等
の
備

蓄
に
取
り
組
ん
だ
。
現
在
は
感
染
症
対

策
を
強
化
し
、
避
難
所
の
場
所
・
混
雑

状
況
を
確
認
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入 

し
た
。
国
の「
流
域
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」に
基
づ
き
、
大
野
・
吉
沼
地
区
の

堤
防
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
災
害

リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め
る
。

世
界
で
は
横
暴
な
国
家
権
力
に
よ
る
人

権
侵
害
事
案
が
発
生
し
て
い
る
。
特
に

中
国
に
よ
る
ウ
イ
グ
ル
人
に
対
す
る
迫

害
や
拷
問
、
強
制
収
容
等
の
弾
圧
は

ジ
ェ
ノ
サ
イ
ド 

※1 

と
し
て
国
連
や
良
識

あ
る
各
国
で
抗
議
、
糾
弾
さ
れ
て
い
る
。

日
本
国
内
で
も
関
係
者
と
思
わ
れ
る
人

に
よ
る
尾
行
や
脅
迫
が
行
わ
れ
て
い
る

と
日
本
ウ
イ
グ
ル
協
会
関
係
者
等
か
ら

窮
状
を
訴
え
る
声
が
市
に
も
届
い
て
い

る
と
聞
く
。
市
の
対
応
や
今
後
の
取
組

方
針
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

人
種
や
民
族
、
性
別
を
超
え
て
誰
も
が

生
ま
れ
な
が
ら
に
持
っ
て
い
る
基
本
的

人
権
は
誰
か
ら
も
侵
さ
れ
る
こ
と
の
な

い
権
利
で
あ
り
、
こ
れ
を
侵
害
す
る
こ

と
は
決
し
て
許
さ
れ
な
い
。
市
民
セ
ン

タ
ー
に
ウ
イ
グ
ル
に
関
す
る
人
権
啓
発

の
冊
子
を
設
置
し
た
。
関
係
団
体
等
と

連
携
し
、
人
権
啓
発
の
取
組
を
進
め
、

差
別
や
偏
見
の
な
い
社
会
を
目
指
す
。

市立保育所の保育の様子

本市で生まれた子どもたち

乳幼児用液体ミルク

ウイグルに関する人権啓発冊子

8※1  ジェノサイド…国民的，民族的，人種的，宗教的な集団の全部または一部を破壊する意図をもって行われる行為。
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一般質問（３月16日）

森
も り

正
ま さ よ し

慶

後
ご と う

藤
通
み ち こ

子

土
つ ち だ

田　
記

き よ み

代美

Q

Q

Q

A

A

A

その他の質問

その他の質問

その他の質問

○部活動の在り方への見解や位置付けは
○部活動指導員の活用状況と効果は
○効率的に手続きできる窓口体制への見解は

○学校プール廃止の撤回と１校１プールの堅持を
○部活動の保護者負担軽減のため市が財政負担を
○東海第二原発の使用済み核燃料の保管について

○観光振興を図るグランピング施設整備への見解は
○環境配慮型素材の指定ごみ袋導入の検討は
○多胎児を育てる家庭への支援の現状は

成
年
後
見
制
度 

※2 

の
普
及
・

啓
発
活
動
と
利
用
促
進
の
実
施
を

女
性
特
有
の
が
ん
検
診
受
診
率

向
上
の
取
組
は

市
立
博
物
館
の
予
算
・
人
員
拡
充
と

新
市
民
会
館
整
備
計
画
の
見
直
し
を

超
高
齢
社
会
に
お
い
て
認
知
症
有
病
率

等
が
増
加
す
る
中
、
成
年
後
見
制
度
の

ニ
ー
ズ
は
年
々
高
ま
っ
て
い
る
。
し
か

し
、
制
度
の
認
知
度
が
低
く
手
続
き
が

煩
雑
で
利
用
に
つ
な
が
ら
な
い
現
状
が

あ
る
。
市
は
今
後
、
連
携
中
枢
都
市
圏

に
よ
る
広
域
の
成
年
後
見
制
度
利
用
促

進
事
業
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
機

会
に
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
制
度
の
普

及
・
啓
発
活
動
と
利
用
促
進
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

県
央
地
域
権
利
擁
護
地
域
連
携
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
協
議
会
を
設
置
し
、
制
度
の
普

及
啓
発
や
利
用
促
進
、
担
い
手
不
足
対

策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
令
和
４
年
度

か
ら
は
成
年
後
見
人
等
候
補
者
を
調
整

す
る
受
任
候
補
者
調
整
会
議
を
設
置
し
、

市
民
後
見
人
の
活
用
も
含
め
、
制
度
の

利
用
促
進
に
努
め
る
。
今
後
も
協
議
会

等
で
の
取
組
の
充
実
を
図
り
、
制
度
の

周
知
や
利
用
環
境
の
整
備
を
進
め
る
。

⑴
市
で
は
21
歳
の
方
に
子
宮
頸け

い

が
ん
検

診
の
無
料
券
を
、
41
歳
の
方
に
乳
が
ん

検
診
の
無
料
券
を
配
布
し
て
い
る
。
券

配
布
に
よ
る
受
診
率
の
状
況
を
伺
い
た

い
。
⑵
好
発
年
齢 

※3 

期
に
が
ん
の
受
診

勧
奨
を
行
い
、
受
診
率
が
約
２
倍
に
向

上
し
た
と
の
こ
と
だ
が
、
多
忙
な
時
期

に
あ
る
女
性
が
継
続
し
て
検
診
受
診
し
、

が
ん
を
早
期
発
見
し
て
い
く
こ
と
が
重

要
と
考
え
る
。
子
ど
も
を
生
み
育
て
や

す
い
環
境
を
整
備
し
、
若
い
方
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
で
市
へ
の
興
味
も
高
ま
る

の
で
は
な
い
か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。

⑴
そ
れ
ぞ
れ
受
診
率
が
上
昇
し
て
お
り
、

検
診
受
診
の
き
っ
か
け
づ
く
り
に
な
っ

た
と
考
え
る
。
⑵
土
日
検
診
の
実
施
や

集
団
検
診
の
Ｗ
ｅ
ｂ
予
約
の
導
入
、
託

児
サ
ー
ビ
ス
の
再
開
な
ど
、
引
き
続
き

受
診
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
る
。

好
発
年
齢
期
の
無
料
券
の
再
度
配
布
に

つ
い
て
は
、
負
担
軽
減
策
を
検
討
す
る
。

⑴
市
立
博
物
館
で
は
老
朽
化
や
収
蔵
庫

不
足
だ
け
で
な
く
、
古
い
展
示
ケ
ー
ス

を
心
配
す
る
声
も
聞
く
。
ま
た
、
学
芸

員
は
各
部
門
に
一
人
だ
け
で
、
現
場
で

後
継
者
を
育
て
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

県
都
水
戸
の
博
物
館
と
し
て
、
市
民
が

誇
れ
る
文
化
の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
予

算
と
人
員
の
大
幅
な
拡
充
を
求
め
る
が

ど
う
か
。
⑵
新
市
民
会
館
の
指
定
管
理

者
と
な
る
業
者
が
、
他
市
で
は
同
規
模 

の
施
設
を
０
円
で
請
け
負
っ
て
い
る
事

例
が
あ
る
が
、
本
市
は
年
間
約
３
億
２ 

千
万
円
も
支
払
う
。
民
間
の
運
営
で
は

貸
館
事
業
が
中
心
と
な
り
、
市
民
の
た

め
の
自
主
事
業
は
行
わ
れ
な
い
と
考
え

る
。
計
画
を
見
直
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

⑴
令
和
４
年
度
に
展
示
ケ
ー
ス
を
改
修

予
定
で
あ
り
、
貴
重
な
資
料
を
将
来
世

代
に
守
り
伝
え
る
取
組
を
推
進
す
る
。

⑵
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
経
費
節
減
等

を
図
る
も
の
で
あ
り
計
画
を
推
進
す
る
。

成年後見制度のパンフレット

乳がん啓発運動の象徴｢ピンクリボン｣

市立博物館（大町３丁目）

○農産物のブランド力向上への支援強化を
○持続可能な農業の実現に向けた取組強化を
○農福連携事業とユニバーサル農業の推進を

9

鈴
す ず き

木
宣
の り こ

子

QA 難
聴
の
早
期
発
見
に
向
け
た

今
後
の
取
組
と
方
針
は

難
聴
は
、
早
期
に
発
見
さ
れ
適
切
な
支

援
が
行
わ
れ
た
場
合
、
よ
り
有
効
に
音

声
言
語
の
発
達
を
促
す
こ
と
が
可
能
で

あ
り
、
難
聴
児
へ
の
早
期
支
援
の
促
進

が
重
要
で
あ
る
。
国
の
調
査
で
は
、
新

生
児
の
少
な
く
と
も
１
割
が
聴
覚
検
査

を
受
け
て
お
ら
ず
、
難
聴
に
気
づ
か
な

い
ま
ま
成
長
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

令
和
４
年
度
予
算
に
盛
り
込
ん
だ
難
聴

児
支
援
に
係
る
取
組
と
難
聴
の
早
期
発

見
へ
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

検
査
未
実
施
の
理
由
に
費
用
の
負
担
を

挙
げ
る
保
護
者
も
い
た
こ
と
か
ら
、
令

和
４
年
度
か
ら
検
査
費
用
の
一
部
助
成

事
業
を
実
施
し
て
保
護
者
の
経
済
的
負

担
を
軽
減
し
、
要
支
援
児
へ
の
治
療
が

適
切
な
時
期
に
開
始
さ
れ
る
よ
う
支
援

す
る
。
実
施
医
療
機
関
と
緊
密
な
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
新
生
児
聴
覚
検
査
を

推
進
し
、
子
ど
も
の
健
全
な
発
達
及
び

生
活
の
質
の
向
上
を
支
援
し
て
い
く
。

新生児

その他の質問

※2  成年後見制度…認知症や知的障害，精神障害などの理由で物事の判断能力が不十分となった方の財産管理や日常 
 生活を法律的に保護・支援し，本人の権利を守る制度のこと。
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一般質問（３月16日）

綿
わ た ひ き

引
健
け ん

小
こ い ず み

泉
康
こ う じ

二

小
お が わ

川
勝
か つ お

夫

安
あ ん ぞ う

藏
栄
さかえ

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
号

中
大
野
中
河
内
線
へ
の
信
号
機
設
置
を

苦
境
に
立
つ
農
業
者
へ
の
支
援
と

持
続
可
能
な
生
産
体
制
の
構
築
を

那
珂
川
緊
急
治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

進
捗
と
今
後
の
計
画
は

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状
と

青
少
年
へ
の
影
響
に
対
す
る
見
解
は

２
月
に
都
市
計
画
道
路
３
・
３
・
２
号

中
大
野
中
河
内
線
の
県
道
中
石
崎
水
戸

線
の
西
側
０
・
８
km
区
間
が
開
通
し
、

地
域
で
も
喜
び
の
声
が
あ
る
。
し
か
し
、

開
通
か
ら
４
日
後
に
市
道
浜
田
６
号
線

と
本
線
が
交
わ
る
交
差
点
で
車
両
同
士

の
交
通
事
故
が
発
生
し
た
。
当
該
交
差

点
の
南
北
横
断
に
は
信
号
機
が
設
置
さ

れ
て
お
ら
ず
、
開
通
前
か
ら
安
全
性
に

つ
い
て
懸
念
さ
れ
て
い
た
。
当
該
交
差

点
に
は
幼
稚
園
が
近
接
し
、
朝
夕
に
は

送
迎
の
車
両
も
多
く
な
る
た
め
、
信
号

機
の
設
置
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ま
で
の
市
の
対
応
及
び
県
へ
の
要
望
状

況
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

当
該
区
間
は
県
の
事
業
で
あ
り
、
施
工

者
で
あ
る
県
が
設
計
の
段
階
で
県
警
と

事
前
協
議
を
行
い
、
決
定
し
た
と
聞
い

て
い
る
。
市
と
し
て
も
通
勤
時
間
帯
の

交
通
量
調
査
等
を
行
い
、
実
態
を
把
握

し
た
上
で
県
警
に
要
望
し
て
い
く
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
化
学
肥
料
や
農
業
資

材
の
高
騰
、
農
産
物
の
販
売
価
格
の
低

調
に
多
く
の
農
業
者
が
苦
し
ん
で
い
る
。

ま
た
、
現
在
の
世
界
情
勢
不
安
に
よ
っ

て
肥
料
等
の
調
達
が
困
難
に
な
る
と
、

更
な
る
状
況
悪
化
の
お
そ
れ
も
あ
る
。

今
後
、
本
市
の
農
業
者
に
対
す
る
緊
急

支
援
と
あ
わ
せ
、
国
が
示
す
み
ど
り
の

食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
等
を
基
に
、
本
市

独
自
の
持
続
可
能
な
生
産
体
制
の
構
築

が
必
要
と
考
え
る
。
見
解
を
伺
う
。

環
境
負
荷
の
低
減
に
配
慮
し
た
生
産
体

制
の
確
立
が
重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
新
技
術

等
の
情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、

国
の
支
援
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
環

境
負
荷
を
低
減
す
る
農
業
振
興
を
図
っ

て
い
く
。
ま
た
、
農
業
者
の
意
見
を
伺

う
と
と
も
に
、
他
市
の
事
例
等
を
調
査

し
な
が
ら
、
本
市
農
業
の
特
性
に
合
っ

た
支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

⑴
令
和
元
年
台
風
第
19
号
に
よ
る
大
水

害
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
那
珂
川
緊
急

治
水
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
令
和
４

年
度
で
中
間
年
度
を
迎
え
る
。
こ
れ
ま

で
の
進
捗
状
況
を
伺
い
た
い
。
⑵
上
流

地
域
で
堤
防
整
備
や
河
道
掘
削
等
が
進

み
、
川
の
流
れ
が
良
く
な
る
こ
と
で
、

最
下
流
域
の
常
澄
地
区
に
し
わ
寄
せ
が

来
な
い
か
と
住
民
は
不
安
に
感
じ
て
い

る
。
特
に
東
水
戸
道
路
か
ら
下
流
域
に

つ
い
て
は
計
画
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

那
珂
川
下
流
域
で
の
今
後
の
進
め
方
や

整
備
の
見
通
し
を
伺
い
た
い
。

⑴
大
野
地
区
、
吉
沼
地
区
で
築
堤
事
業

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
流

下
能
力
の
向
上
を
図
る
河
道
掘
削
は
、

川
が
大
き
く
蛇
行
す
る
渡
里
地
区
等
で

集
中
的
に
進
め
ら
れ
て
い
る
。
⑵
堤
防

整
備
等
の
効
果
、
検
証
を
踏
ま
え
、
現

地
に
最
適
な
対
策
手
法
を
地
域
と
と
も

に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
は
世
界
中
で
競
技
人
口
が

増
加
し
、
新
た
な
文
化
と
し
て
注
目
さ

れ
て
い
る
一
方
、
児
童
生
徒
へ
の
健
康
、

学
業
等
へ
の
影
響
が
非
常
に
懸
念
さ
れ

る
。
県
知
事
や
県
教
育
長
、
市
長
が
ゲ
ー

ム
を
す
る
姿
が
先
日
報
道
さ
れ
た
が
、

そ
う
し
た
推
奨
は
民
間
活
力
に
任
せ
る

べ
き
と
考
え
る
。
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
の
現
状

と
青
少
年
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え

る
対
応
に
つ
い
て
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

県
内
で
は
産
学
官
が
連
携
し
て
盛
り
上

げ
に
取
り
組
み
、
本
市
で
も
取
組
企
業

が
増
え
て
い
る
。
高
校
等
６
校
で
部
活

動
が
設
立
さ
れ
、
青
少
年
へ
の
普
及
も

進
ん
で
い
る
。
地
域
活
性
化
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
る
非
常
に
魅
力
あ
る
ツ
ー

ル
で
あ
り
、
新
た
な
文
化
・
産
業
と
し

て
の
発
展
も
期
待
さ
れ
る
。
競
技
者
、

特
に
青
少
年
の
健
康
面
等
へ
の
影
響
も

考
慮
し
、
県
や
企
業
、
学
校
等
と
も
連

携
し
、
今
後
の
取
組
の
検
討
を
進
め
る
。

信号機設置の要望がある交差点

持続可能な生産体制の構築を必要とする農業現場

那珂川下流域

ｅスポーツ（イメージ）

その他の質問

その他の質問

その他の質問

その他の質問

○中大野中河内線開通区間への街灯の設置を
○宅配ボックス設置促進補助金の創設を

○世界情勢不安を踏まえ市全体での省エネ対策を
○行政のデジタル化・まちのＤＸに向けた展望は
○水戸黄門漫遊マラソンのフルスペック開催を

○新清掃工場周辺整備の進捗と今後のスケジュールは

○中学における武道教育の実施状況は
○太陽光発電の現状と今後の課題は
○農業体験の取組状況と今後の推進は

10※3  好発年齢…ある疾病にかかりやすい，または起こしやすい年齢層のこと。子宮頸
けい

がんは30歳～40歳代，乳がんは 
 40歳～60歳が好発年齢とされている。
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袴
は か ま つ か

塚　
孝
た か お

雄

QA 立
入
検
査
の
実
施
状
況
や

南
消
防
署
建
設
等
の
進
捗
は

⑴
近
年
、
大
規
模
火
災
に
よ
り
人
命
が

失
わ
れ
る
状
況
が
あ
る
。
防
火
対
象
物

へ
の
立
入
検
査
の
実
施
状
況
や
改
善
状

況
、
違
反
対
象
物
公
表
制
度
に
基
づ
く

公
表
の
有
無
を
伺
い
た
い
。
⑵
南
消
防

署
と
緑
岡
出
張
所
の
建
設
工
事
の
進
捗

状
況
を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
城
東
出
張

所
の
整
備
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

⑴
昨
年
末
と
２
月
に
他
市
で
発
生
し
た

大
規
模
火
災
を
受
け
60
施
設
の
緊
急
立

入
検
査
を
実
施
し
た
。
昨
年
は
１
２
１
４

施
設
の
立
入
検
査
を
行
っ
た
。
違
反
対

象
物
31
件
の
う
ち
27
件
を
是
正
し
た
。

ま
た
、
違
反
対
象
物
１
件
の
情
報
を
市

Ｈ
Ｐ
に
公
表
し
た
。
今
後
も
厳
格
な
違

反
対
策
に
取
り
組
む
。
⑵
南
消
防
署
は

令
和
４
年
度
中
の
完
成
を
目
指
す
。
緑

岡
出
張
所
は
４
年
度
の
設
計
完
了
に
向

け
実
施
設
計
を
進
め
て
い
る
。
城
東
出

張
所
は
今
後
の
整
備
の
在
り
方
を
新
た

な
総
合
計
画
の
中
で
検
討
し
て
い
く
。

建設中の南消防署

その他の質問
○ウイズコロナ時代の教育の在り方は
○開放学級の教室不足解消に向けた取組は
○鉛製給水管の解消状況と今後の見通しは

陳情の結果 行政文書の開示の実施状況
【不採択】
　◯令和４年陳情第１号
　　水戸市職員による税金詐取
　　　本陳情については，願意に沿いがたく不採 
　　択とした。

　水戸市議会情報公開制度は，公文書を公開する
ことにより広く開かれた市議会を目指そうとする
制度です。

令和３年度情報公開の請求及び決定の件数

請求件数
決定の区分

審査請求全部開示 部分開示
不開示

うち不存在

33 33

本
会
議　
議
員
全
員
で
構
成
し
、
市
議

会
の
意
思
を
決
定
す
る
会
議
で
す
。
市

議
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案
や
市
議
会
と

し
て
の
意
見
表
明
な
ど
の
可
否
は
、
最

終
的
に
は
全
て
本
会
議
に
お
い
て
決
定

し
ま
す
。
ま
た
、
議
員
が
市
政
全
般
の

施
策
等
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
を
問
い

た
だ
す
代
表
質
問
、
一
般
質
問
な
ど
を

行
い
ま
す
。

委
員
会

【
議
会
運
営
委
員
会
】

　
議
会
運
営
を
円
滑
に
行
う
た
め
、
各

会
派
の
代
表
者
に
よ
る
８
名
の
委
員
か

ら
な
る
議
会
運
営
委
員
会
を
設
置
し
て

い
ま
す
。
各
会
派
の
意
見
を
調
整
し
、

議
会
運
営
上
必
要
な
事
項
に
関
し
取
り

決
め
を
行
い
ま
す
。

【
常
任
委
員
会
】

　
市
の
業
務
は
非
常
に
幅
広
く
複
雑
な

た
め
、
少
人
数
の
議
員
で
構
成
す
る
常

任
委
員
会
を
設
け
、
議
案
や
請
願
な
ど

を
専
門
的
、
能
率
的
に
審
査
し
て
い
ま

す
。
本
市
議
会
に
は
、
４
つ
の
常
任
委

員
会
が
あ
り
ま
す
。

【
特
別
委
員
会
】

　
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
決
算
な
ど

を
審
査
す
る
特
別
委
員
会
と
、
特
定
の

問
題
を
審
査
、
調
査
す
る
特
別
委
員
会

が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
臨
時
的
に
設

置
し
、
そ
の
設
置
期
間
は
審
査
、
調
査

が
終
了
す
る
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
議
会
の
運
営

　

２
月
３
日
に
開
催
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
緊
急
対
策
に

つ
い
て
補
正
措
置
を
講
じ
る
議
案
及
び

報
告
を
、
原
案
の
と
お
り
可
決
、
承
認

し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
８
号
）

◆
補
正
総
額　
　
21
億
７
０
０
万
円
増

　
・
子
育
て
世
帯
緊
急
支
援

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
９
号
）

◆
補
正
総
額　
　
　
　
　
　
39
億
円
増

　
・
生
活
困
窮
世
帯
緊
急
支
援

令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
10
号
）

◆
補
正
総
額　
５
億
７
８
０
０
万
円
増

　
・
ひ
と
り
親
世
帯
緊
急
支
援

　
・
障
害
児
養
育
世
帯
緊
急
支
援

　
・
宿
泊
事
業
者
緊
急
支
援

　
・
貸
切
バ
ス
事
業
者
緊
急
支
援

　
・
公
共
交
通
等
運
行
事
業
継
続
支
援

　
・
飲
食
事
業
者
緊
急
支
援

令
和
４
年
第
１
回

臨
時
会
の
概
要
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公の施設の広域利用に関する協議
公の施設の広域利用に関する協定の実施のため
の特例条例の一部改正

総務環境委員会

会期中の委員会では，付託議案等を審査しました。
各委員会の審査の概要を紹介します。

令和４年度一般会計当初予算
（文教福祉委員会所管分）

文教福祉委員会

主な質疑　使用料の設定根拠や予約の受付状況，市
内及び市外の利用者割合など。
主な意見　各市町村との情報共有，連携をさらに深
めるとともに，積極的な情報発信に努められたい。

主な質疑　公共交通空白地区等における1,000円タ
クシー運行事業の運営，デジタルまちづくり推進事
業の具体的な取組，三の丸市民センター及び水戸芸
術館の改修，キッズゾーンの整備，浜見台霊園合葬
式墓地の整備概要，新斎場整備事業のスケジュール，
旧小吹清掃工場の解体後の跡地利活用，青柳公園ス
ケートボード場の整備概要，新型コロナウイルス感
染症の税制特例措置の終了に伴う市税収入への影響
など。
主な意見　新たに防災ラジオを配布する地区につい
ては，住民への丁寧な周知，説明に努められたい。

財産の取得（水戸市民会館舞台照明機器）

主な質疑　入札方式，入札辞退の理由及び指名業者
の選定方法など。
主な意見　今後予定される市民会館の物品調達に係
る入札においては，競争原理がより適切に働くよう
十分に留意されたい。

新市民会館整備等調査特別委員会

主な質疑　民生委員経費の内訳，こども部設置によ
る新たな相談支援体制，市民センター子育て広場事
業の運営体制，生活保護申請に係る窓口体制，小児
インフルエンザ予防接種事業の経費及び対象者数，
子宮頸

け い

がん予防接種の勧奨方法，新型コロナウイル
スワクチン接種経費の内訳，医師修学資金貸与事業
の詳細及び今後の見込み，ＡＩドリルの活用方策，
教職員の資質向上に向けた研修会，部活動指導員，
スクールソーシャルワーカーの配置計画，いじめ対
応専門班の支援体制，学校給食における食材の調達
方法及び地場農産物の活用状況，二の丸角櫓アプロー
チ通路の整備方針など。
主な意見　⑴障害者就労支援事業については，地域
事業所との関係を強化し，更なる障害者の工賃向上
に努められたい。⑵新たに実施する福寿のつどいに
ついては，リニューアルに至った経緯や地域の実情
を十分に踏まえ，事業内容をさらに精査し，充実し
た事業となるよう努められたい。⑶放課後学級事業
については，児童数に応じた適切な施設確保に取り
組み，コロナ禍における運営体制の充実に努められ
たい。⑷新型コロナウイルスワクチン接種等各種予
防接種事業については，対象者及び保護者に対し丁
寧な情報提供を行い，接種率の向上に努められたい。
⑸ＡＥＴの更なる活用方策を検討し，学習効果の向
上や英語に親しむ環境の創出に努められたい。⑹教
職員の働き方改革については，児童生徒への教育環
境の充実を第一に，業務効率化に向けた教職員の意
識改革に努めながら鋭意推進されたい。⑺水泳授業
環境整備事業については，市の水泳教育に関し重大
な転換をするものであるが，事業方針についての説
明責任が十分に果たされておらず，議会における審
議が不足しているところである。執行に当たっては，
事業内容をさらに精査した上で，新年度当初に当委
員会に改めて報告されたい。

令和４年度一般会計当初予算
（総務環境委員会所管分）
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常任委員会，特別委員会（３月17日，18日，22日）

主な質疑　樋門等の設置時期や自動開閉ゲートの設
置基準，増水時におけるゲート操作など。
主な意見　災害時において樋門等が確実に機能する
よう，適切な点検に努められたい。

都市下水路等管理条例の一部改正

令和４年度一般会計当初予算
（建設企業委員会所管分）

建設企業委員会

主な質疑　狭あい道路整備の進捗状況，通学路にお
ける交通安全対策，泉町１丁目北地区市街地再開発
事業の整備スケジュール，泉町１丁目広小路地区優
良建築物等整備事業の補助要件及び事業計画，市営
住宅長寿命化型改修事業の工事概要など。
主な意見　⑴狭あい道路及び後退敷地整備事業につ
いては，地域住民の利便性向上を図るため，事業の
推進に努められたい。⑵交通安全施設整備事業につ
いては，通学路や周辺住民への安全確保に向けた，
更なる対策を講じられたい。また，歩道が狭い箇所
においては，ガードパイプ等の設置を検討するなど，
道路状況に応じた適切な整備を推進されたい。⑶新
市民会館については，来年７月の供用開始に向け，
適切なスケジュール管理の下，整備を推進されたい。
⑷泉町１丁目広小路地区優良建築物等整備事業の工
事に当たっては，十分な安全対策を講じられたい。
また，事業の進捗を適宜，委員会に報告されたい。
⑸住宅整備事業においては，屋根や外壁の改修とと
もに，長期居住に係る室内の修繕についても検討さ
れたい。

産業消防委員会

主な質疑　広域連携事業として実施するいばらき県
央地域オンライン合同企業説明会の概要や開催方法，
農業担い手支援に係る事業の予算配分，新規就農者
への支援体制，市民農園に関する取組と今後の方針，
学校給食における地場農産物の利用率や活用促進事
業に要する経費の積算根拠，地籍調査の実施箇所及
び目的，松くい虫やナラ枯れの被害状況，中心市街
地活性化に資する各事業の実績及び利用見込み，広
域連携事業における産業活性化コーディネーターの
配置に係る予算の負担割合，弘道館・水戸城跡周辺
地区誘客促進事業補助金の対象経費，県央地域にお
ける広域観光推進事業の取組状況と今後の方針，消
防団員の処遇改善により見込まれる効果など。
主な意見　⑴ＵＪＩターン・若者定着応援事業の着
実な推進と地元企業の情報発信強化を図り，本市へ
の移住・定住の促進につなげられたい。⑵農業振興
を目的とする各事業の実施に当たっては，市内の農
業従事者の意見を十分に踏まえ，実態に即した対応
に努められたい。⑶学校給食における地場農産物の
活用は，児童生徒の地産地消や農業に対する理解を
深めるとともに，生産者の意欲向上にもつながるこ
とから，更なる推進を図られたい。⑷中心市街地の
活性化に当たっては，令和５年７月に開館予定の新
市民会館や弘道館・水戸城跡周辺地区をはじめとし
た魅力資源のＰＲに努めるとともに，限られた予算
を最大限に活用し，新たなにぎわいの創出に取り組
まれたい。⑸広域観光の推進事業については，連携
中枢都市圏の枠組みを生かし，周辺市町村との緊密
な連携を図られたい。また，当該事業を牽

け ん

引するリー
ダーとしての役割を自覚し，本市並びに県央地域へ
の誘客促進に向け，戦略的に取り組まれたい。⑹消
防団員の確保につながるよう，報酬額の見直しによ
る処遇改善について，市民への周知を徹底されたい。

令和４年度一般会計当初予算
（産業消防委員会所管分）



歳

入

歳

出

0 100 200 300 400 500

その他

県支出金

地方譲与税等

地方交付税

市債

国庫支出金

市税

億円

0 100 200 300 400 500

その他

衛生費

公債費

教育費

土木費

総務費

民生費

億円

歳入総額　1,244億7,200万円

歳出総額　1,244億7,200万円

113億1,700万円
82億4,600万円

174億2,330万円
178億7,320万円

420億4,500万円
401億7,305万円

87億414万円
87億317万円

113億7,458万円
122億5,866万円

248億7,107万円
232億9,190万円

令和４年度
令和３年度

令和４年度
令和３年度

189億3,193万円
146億3,461万円

161億1,180万円
160億2,961万円

127億2,730万円
121億2,533万円

108億2,488万円
117億2,209万円

84億3,140万円
78億6,714万円

7.0％

7.0％

市債
14.0％

地方
譲与税等 市税

33.8％

国庫支出金
20.0％

地方交付税
9.1％

県支出金
その他
9.1％

その他  
6.8％衛生費　

7.8％

土木費
12.9％

教育費
10.2％

公債費
8.7％ 民生費

38.4％

総務費
15.2％

96億3,476万円
92億3,300万円

87億3,690万円
79億6,400万円

478億990万円
468億9,820万円

※金額については，千円以下を切り捨てて表記。

区　　分 令和４年度 令和３年度 増　　減 増減率（%）

一般会計 1,244億7,200万円 1,185億1,000万円 59億6,200万円 5.0

特別会計 539億7,580万円 545億3,840万円 △ 5億6,260万円 △ 1.0

公営企業会計 289億5,800万円 288億2,900万円 1億2,900万円 　0.4

計 2,074億　580万円 2,018億7,740万円 55億2,840万円 2.7
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令和４年度歳入歳出予算

　「令和４年度予算においては，国及び地方の財政運営方針を踏まえ，みと魁プランの推進をはじめ，ポストコ
ロナのまちづくりの推進，水戸ならではの地方創生の推進，行財政改革の着実な推進，みと財政安心ビジョンに
基づく持続可能な財政基盤の確立という５つの基本方針の下，編成を行いました。
　特に，将来にわたり水戸の成長と発展を牽

け ん

引する人づくりの視点から，子育て支援と教育については，本市の
最重要政策として，選択と集中の考えの下，重点的な財源配分を行い，施策の
更なる充実を目指すことといたしました。
　また，新市民会館の整備や連携中枢都市圏の取組など，本市の将来発展に不
可欠な事業を着実に推進するとともに，新型コロナウイルス感染症対策につい
ては，ワクチン接種の早期完了を目指すほか，検査体制の確保，小中学校及び
保育所の感染対策，事業者支援等に係る予算措置を講じました。」

１　予算編成の基本方針（令和４年３月７日本会議 市長提案理由説明から）

２　予算の規模等

（2）令和４年度一般会計予算の状況

高橋市長

（1）予算の規模
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新生児聴覚検査助成事業 700万円

いばらき県央地域合同企業説明会の開催 550万円

事業継続応援支援事業 3億8,400万円

水田農業経営継続支援事業 3,300万円

市場開設50周年記念事業 400万円

子育て応援学校給食支援事業 5,000万円

水泳授業環境整備事業 4,860万円

寿小学校長寿命化改良事業 3,500万円

梅が丘小学校屋内運動場長寿命化改良事業 

 1,200万円

学校施設の緊急安全対策事業 2億3,000万円

高校生社会参加促進事業 30万円

※金額は当初予算額を表す。

移住・定住促進事業 383万円

泉町一丁目バス停留所整備事業 2,700万円

デジタルまちづくり推進事業 370万円

ＡＩを活用した市民向け総合イベント情報発信　   

 209万円

新市民会館プレオープン事業 350万円

Ｂリーグオールスターゲームの開催 1,000万円

キッズゾーン路面標示設置事業 264万円

墓地公園整備事業 8,000万円

新斎場整備事業 3億1,900万円

生活困窮者支援事業 400万円

福寿のつどい(旧敬老会)の開催 2,160万円
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令和４年度の新規事業

企画総務部門

市民協働部門

教 育 部 門

産業経済部門

生活環境部門

福 祉 部 門

キッズゾーン（イメージ）

公設地方卸売市場

新斎場（パース図）

こ ど も 部 門

令和４年度の市政運営の基
本方針及び市の予算につい
ては，広報みと（令和４年
４月１日号）の特集
もご覧ください。



日 月 火 水 木 金 土
５/29 30 31 6/1 2 3 4

5 6
本会議

（提案理由説明）
議案説明会

7 8 9 10 11

12 13
本会議

（代表質問）

14
本会議

（代表質問）
（議案質疑）
（一般質問）

15
本会議

（一般質問）

16
常任委員会

17
常任委員会

18

19 20
議会運営委員会

21
議会運営委員会
全員協議会
本会議
（議了）

22 23 24 25

本 会 議  議会運営委員会，
 常任委員会等 特別委員会等

定　員
104 名

（うち車椅子利用の方 
  は４名）

５名 10 名

受　付
場　所 ８階（傍聴席入口） ７階（議会事務局）

手続き
・当日，先着順
・傍聴券に住所，氏名
　を記入

・開議予定時刻の40分前～10分前までに受付
（定員を超えたときは抽選）

・委員会傍聴申請書に住所，氏名を記入
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編集委員会
 

委 員 長　後藤　通子
副委員長　森　　正慶

委　員
滑川　友理　須田　浩和　土田記代美
佐藤　昭雄　高倉富士男　大津　亮一
渡辺　政明　栗原　文隆　小川　勝夫
田口　米蔵　

　ロシアによるウクライナへの軍事侵攻は断
じて容認できるものではありません。本市議
会は断固抗議する決議を全会一致で可決し，
政府に対し，決議文を送付しました。
　今定例会では新年度の当初予算などの議案
について，慎重かつ活発に審議し，議決しま
した。また，定例会中には地震や季節外れの
雪に見舞われ，改めて災害への備えの重要性
を強く認識したところです。今後も，市民の
安心安全の確保のため，是々非々で取り組ん
でまいります。［栗原  文隆，小川  勝夫  記］

編 集 後 記

水戸市マスコットキャラクター

「みとちゃん」

傍聴のご案内
　本市議会では，本会議をはじめ，常任委員会や
特別委員会等の会議を傍聴することができます。
　各会議の傍聴を希望する方は，下記を参考にお
越しください。※マスクの着用等にご協力願います。

６月定例会の予定

※６月７～ 12，18 ～ 20 日は議案調査
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議会日誌
１/７ 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会
 全員協議会
１/27 議会運営委員会
２/３ 臨時会(本会議)
 議会運営委員会
 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
２/10 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会
 新市民会館整備等
 　　　　　調査特別委員会
 行財政改革調査特別委員会

２/24 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会
 新市民会館整備等
 　　　　　調査特別委員会
２/28 議会運営委員会
３/４ 代表者会議
 議会運営委員会
３/７ 本会議
３/14 本会議
３/15 本会議
３/16 本会議
３/17 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会

３/17 新市民会館整備等
 　　　　　調査特別委員会
３/18 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会
３/22 総務環境委員会
 文教福祉委員会
 産業消防委員会
 建設企業委員会
 新市民会館整備等
 　　　　　調査特別委員会
３/23 議会運営委員会
３/24 議会運営委員会
 全員協議会
 本会議
 議会報編集委員会

議会を見よう
　本市議会では，インターネットでの本会議のラ
イブ配信及び録画配信，常任委員会の録画配信を
行っています。
　また，常任委員会及び特別委員会の会議記録も
公開しておりますので，ぜひご覧ください。

議会中継  委員会会議記録


